
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も残すところあと２か月となりました。子ども達は「年長さん」を合言葉にいろんなことに意欲的に
取り組んでいます。「先生今日年齢別する？」と年齢別の活動も楽しみにしていて、「やりたい！」が溢れてい
る毎日です☆先日の保育参観ではたくさんの保護者の方にご参加いただきありがとうございました。ゆった
りと親子で触れ合える時間となり、見ているこちらもほっこりした気持ちになりました♡「年長になりたい！」
というやる気の一方、まだまだ甘えたい気持ちもいっぱいな年中さん♡そんな子ども達の気持ちをたっぷり受
け止めていきたいと思います。 

令和８年２月２日（月） 

上市町三日市保育園 

髙田 愛（記） 

 

４さいじたより 

まってました！雪遊び☆ 

冬といえば雪遊び！しかし、今年は積もるほどの雪がなかなか降らない日が続きました。大人にとっては

とてもありがたい冬ですが、子ども達は「いつ雪降る？」「早く雪遊びしたい！」と首を長くして雪が降るの

を待ちわびていました。そして、やっときた寒波のおかげで園庭にも雪がたっぷり積もり、念願の雪遊びを

することができました（＾－＾）待ちわびた雪遊びに子ども達は大喜び☆自分でスキーウェアをささっと着

て園庭にくり出しました♬ 

園庭では、保育者と一緒に滑り台を作って滑る子や、年長児と一緒に大きな雪玉を３つ合わせて雪だるま

を作る子、バケツやスコップで雪のおままごとをする子など、それぞれが自分の好きな遊びを見つけてじっ

くりと雪遊びを堪能していました。「冷たいね。」「丸くしたら固くなったね。」など、雪の感触の不思議も感

じながら時間たっぷり遊び、満足そうな表情の子ども達でした（＾－＾） 

今年はあと何回雪遊びできるかな？ 

鬼は外！福は内！ 

 明日は節分！子ども達はちょっぴりドキドキそ

わそわしていますね。黄色バッチさんでも、自分の

心の中にはどんな鬼がいるかな？とみんなで考え

てみました。「おこりんぼ鬼」「好き嫌い鬼」「へに

ゃへにゃする鬼」と出てくる出てくる心の鬼…。そ

んな鬼さんを明日は全力で追い出してきます！！ 

 その手助けをしてくれるのは自分で作った鬼の

お面☆今年は『鬼さんサンバイザー』を作りまし

た。今年度から使い始めた絵の具で自分の好きな

色を紙皿に塗ったり、自由自在にハサミを動かし

て切ったり、思い思いの表情になるようにパーツ

を貼り合わせたり夢中になって作っていました

よ。出来上がったサンバイザーを見ると、１つとし

て同じ表情のない個性豊かな鬼の顔ができあがっ

ていました☆明日は『鬼さんサンバイザー』からパ

ワーをもらって鬼退治がんばるぞー！！！ 

やりたいが止まらない♪ 

１月から黄色バッチさんは線引きのワークに挑戦

中☆椅子の座り方、姿勢、鉛筆の持ち方を教わると自

分で「こうかな？」と気をつける姿が見られます。そ

の姿は年長さんを通り越して小学生！「小学生かと思

ったわ～。」と声をかけると「えー♡」とまんざらでも

ない照れ笑い♡そして小学生になりきってワークをす

る姿がとってもピュアで可愛らしいです。 

 真っすぐ引いたり、くるっと回ったり、横縦斜めと

どんどん難しくなってきても「楽しい！まだやりた

い！」「先生今日ワークする？」と楽しんで取り組んで

います。なのであっという間にワークももうすぐ終わ

りそうです（笑） 

 子ども達は「やってみたい！」「やりたい！」から学

ぶことがたくさんあります☆これからもその気持ち

を大切に受け止めながら興味関心がより深まるよう

に関わっていきたいと思います（＾－＾） 

想像するっておもしろい 

 冬になり室内遊びも増えてきたので、なにか楽しいことはないかな？と『ストーリーカード』を作ってみ

ました。『ストーリーカード』とは、いろいろな絵が描いてあるカードを組み合わせて物語を作る遊びです。 

 「ちょっと難しいかな？」と思いながらもやり方を伝えると、すぐに理解し、絵カードをじーっと眺め…

「はい！できた！聞いて！」と、あっという間に物語を作ってしまい驚きました。しかも、「すると…」や「そ

の時に…」など話をつなぐ言葉も上手に入れながら話せる子もいてびっくり！聞かせてくれる物語も大人で

は考えつかないものばかりでおもしろかったです（＾－＾） 

 １つの物語が完成すると「また違うの考えた！」と、すぐに新たな物語を思いつく子も多く、子ども達の

想像する力の無限さを感じました。また、自分で作った物語を楽しそうに堂々と発表する姿にも感心しまし

た。これからも遊び方を発展させながら、遊びを通して発想する楽しみを一緒に感じていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


